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	１．総務委員会
	２．広報委員会
	４）要素技術安全研究会（主査：川島興氏）【第2種】
	（１）活動内容
	産業機械，自動車，家電など幅広い分野に広がった機能安全に関連する規格，法規制及び技術動向を捉え，適切な機能安全の適用に資するための活動を行います．
	とくに，IEC 61508及び安全関連制御に機能安全を適用する関連規格（産業機械，パワードライブシステム，ロボット，無人搬送車等）の調査を通じて，機能安全規格の理解を深めるとともに課題を顕在化します．
	また，機能安全に限らず安全に関する幅広いトピックスを題材にディスカッションを行い，知見を広めます．
	（２）計画
	年間5回（6月，7月，10月，12月，2月）を予定しています．
	（３）発表
	秋季シンポジウムなどでの研究成果の発表を予定してします．
	５）故障物性研究会（主査：土屋英晴氏）【第2種】
	（１）活動内容
	（２）計画
	・例年同様，研究会を年間6回（第149回～第154回例会／原則，偶数月の金曜日，13時～17時）開催する計画を立案しました．（但し，4月開催予定の第149回例会は新型コロナウイルス感染予防のため，中止としました．）第150回例会以降についても，情勢によっては開催方法の工夫，中止・延期などを検討します．
	・例年同様，研究会を年間6回（第149回～第154回例会／原則，偶数月の金曜日，13時～17時）開催する計画を立案しました．（但し，4月開催予定の第149回例会は新型コロナウイルス感染予防のため，中止としました．）第150回例会以降についても，情勢によっては開催方法の工夫，中止・延期などを検討します．
	（３）発表
	６）LSI故障解析研究会（主査：二川清氏）【第2種】
	（１）活動内容
	（２）計画

